
大学における研究教育の危機

物理学会会員調査から


高エネルギー加速器研究機構

野尻美保子

理事会企画：日本の研究力と研究の多様性



二つのアンケート

物理学会　研究資金に関するアンケート

https://www.jps.or.jp/committee/researchenv/files/76-02.pdf

対象　物理学会会員

実施時期　2018年8月


総回答数　1515人（物理学会会員数は 16000人）


全国ダイバーシティネット＋日本学術会議　アンケート

研究に関する男女共同参画・ダイバーシティの推進状況に関するアンケート調
査（研究者対象）2019年

https://opened.network/questionary/questionary-0003/
対象　研究者 (大学、研究機関）全分野　総回答数　8796人

https://opened.network/questionary/questionary-0003/


調査時期、回答者数の属性

研究資金のアンケートであるため、学生からの回答は

ほとんなし。調査項目は、ワークライフバランスに関
わる内容を含んでおり、学生も含むように分離するべ
きであった。

国立中小規模、私立の定員削減を反映して、若い世代ほど

比率が減少。若手大学教員が減っていと考えれる

定員削減



任期付きの比率

任期付き（テニアトラックを含まない）回答者は調査時点38歳で 1/3で極めて高
い。若手研究者は大規模国立と、独法に分布

国大協の調査における任期付き/任期なし比率　


理学助教40歳以上　


　　女性　34/76  男性　62/446


理学助教40歳未満


　　女性 91/153　男性　357/729


理学准教授　　40歳以上　


　　女性　19/142 　男性　62/1330 


理学准教授　40歳未満　


　　女性 13/66　男性　24/ 243 



若手が研究に進めるために

*大学院生に対するサポートの拡大 

*無期転換問題など、大学院→研究員を目指すような、統一的なメッセージがない
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②若手研究者支援に対する研究者の認識 

②a：若手研究者の研究活動を阻害していると考える要因（性別）【研究者調査Ⅰ：４】 

 
（出所）全国ダイバーシティネットワーク 

１．若手だからという理由で学会や研究室の事務的な仕事が多く回され、研究活動に支障が出る。

２．就職・昇進のため研究評価でポイントが高い研究を優先せざるをえず、真にやりたい研究ができない。

３．大学等で若手・中堅・シニアの役割分担がうまくいっておらず、若手教員の教育・行政負担が大きい。

４．若手研究者は任期付きポストが多く、しょっちゅう職探しをしている状態におかれて研究に集中できない。

５．子育て期の研究者に対する大学等としての支援や研究室・学会等の理解が乏しく、研究活動に支障が出る。

４－１．（若手研究者支援）  若手研究者（39歳以下の研究者）の研究活動を阻害している要因には何があると思いますか。あてはま
る番号を選んでください。
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全国ダイバーシティネットのアンケートから
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いる．一方，独法等の教授は会議に費
やす時間が全ての職種，階層の中で最
も多く，運営に多くの時間を割いてい
る状況であった．一方，独法等の，准
教授，助教は大学と比べ多くの研究時
間が確保されている．
教授の教育時間は私立大の 29.5%か
ら国公立大（大規模）の 16.6%，教授
の研究時間は私立大の 12.5%から国公
立大（大規模）の 18.6%まで大きな差
があった．教授の会議の時間について
は大学では 8%であったが独法等の教
授は 25%で，一日の多くを運営等に
費やしている実態が明らかになった．
大学に所属する回答者は家事とその

他（睡眠，食事，通勤等の時間）の和
が 40%（9.6時間）を切っている層が多
く，健全な労働環境とは言い難い．独
法等での回答の平均は，45%程度であ
り，多少状況は緩和されている．これ
らは大学における過剰労働の実態を示
していると解釈するべきである．また
家事に使う時間は子育て世代である助
教，准教授が教授よりも多かった．

!"　科研費の取得状況
科研費があると答えた人の比率は大

規模国公立大学が 0.65，中規模 0.629，
小規模は 0.61で大きな差は見られな
かった．ただし，300万円以上の科研
費を取得しているのは 50%以上が大
規模大学となっている（図 8）．2017
年の科研費の直接経費の金額について
回答した 1,120人中，実験の回答で最
も多かったのは，100万円以上 300万
円未満，理論では 50万円以上 100万
円未満のグループである（図 9）．実験
の研究には理論の研究より多くの資金
が必要なため，研究を続ける上で必要
な額も，実験と理論で異なるはずであ
る．理論の研究者では 300万円以上，
実験の研究者では 1,000万円以上の科
研費を取得した人の多くが，旅費が十
分あるいは，ちょうど充足と答えてお
り，それ以下のグループでは，「旅費
が少し足りない」「大幅に足りない」と
回答している（図 10）．このため，旅
費については理論の研究者では 300万
円以上，実験の研究者では 1,000万円
以上の科研費を取得した人を科研費が
多いグループと位置づけた．科研費以

外の外部資金や大学からの教育研究経
費は少なく，補助的な役割であると考
えられる（図 11）．
教育研究資金の配分方法に関する自

由記述欄（有効回答数 499件 *3）には，

教育研究経費が不足しているという声
が 65件，中でも基盤的経費の不足を
��

*3 回答欄が空欄でなかったもののうちから
「特になし」とそれに類する回答を除いた
総数．

図 7　大学分類・職位別の一日の過ごし方（回答者平均）．

図 8　科研費取得金額と所属大学．

図 9　理論・実験における科研費取得金額の分布．

研究時間

研究時間は大規模大学と独法では

確保されている。


中規模大学、小規模大学では

准教授の研究時間がかなり少ない。

助教は比較的守られている。



研究時間の減少
研究時間すべての機関で研究時間が減っているが、特に

中規模、小規模大学で多くの人が減少したと回答している

大規模大学はの教授の研究
時間もガッツリ減少。よく
見えるのは研究員比率が多
いから。独法も同様。



研究費の取得状況
大きな科研費は圧倒的に大規模大学に。


また、3000万以上は独法在籍の研究者が獲得

以前と比べると多少幅広い
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分散が極めて大きい



研究費用の不足

• 旅費の自己負担　(国内研究会　125人　国外研究会94人　准教授の9.5% ）


• 論文投稿先は主に無料雑誌


• 基盤経費の削減　論文を読むのに不便がない人は　全体の1/3 中規模、小規
模の国立大学では皆無。　


• 必要な論文を読むのに費用が発生するため差し控えることがある　486件


• 所属する研究機関で文献にアクセスできない 322件


• 自由記述　配分方法の改革を求める　192 選択と集中に対する批判 61 文献
へのアクセスへの不満21 件



研究に必要なことはなんだろう。
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答え合わせ: 研究アクティビティの維持には、研究時間は必須
研究費と


研究アクティビティ

研究時間と研究

アクティビテイ

理論　300万以上


実験 1000万以上


では多くが旅費充足と回答

= 研究費が十分なグループと定義



研究満足度の変化
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中規模　小規模大学　教育業務の負荷の増加

大規模大学　研究費削減ー＞研究資金, 教育資金獲得のための作業負担

研究資金獲得ー＞評価



過労と家事負担の不公平
男性回答者の半分以上が

平日の家事時間が10% 以下
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その他の時間=

研究・教育・介護・家事・社会活動以外


の分布

通勤・食事・睡眠合わせて

7時間以下??



職場のワークライフバランスについての不満　
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60代の意識は全般に低い。

（女性がボスだからワークライフバランスに

理解があるわけではない。）

男性も困っている

マネージメントは現状を

理解していないようだ

いつでも研究のことを考え
ているのが当然といった思
考では若手は困る



ハラスメントと不公平感

職場の女性比率が5%以下の場合　女性の受ける差別・不公平体験は10~20%程度増える。


    *女性に指導や機会が与えられていない→差別があるから女性が増えない


　*女性が少ない=女性の不満が問題にならない→悪循環


　*女性がターゲットになりやすい→悪循環

民間企業調査に比べると驚くほど高い



研究力強化のために

• 継続的な資金供給


• 研究のFTE(Full time equivalent）


• 情報アクセス


• ワークライフバランス　公正な競争


